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我
々
は
春
秋
学
研
究
へ
の
新
た
な
橋
頭
堡
と
な
る
べ
き
両
冊
を
得

た
。
著
者
岩
本
憲
司
氏
は
我
が
国
に
於
け
る
春
秋
学
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
。
今
か
ら
三
十
余
年
前
の
「
公
羊
三
世
説
の
成
立
過
程
」（『
日

本
中
国
学
会
報
』
第
三
二
集　

一
九
八
〇
年
）・「
春
秋
学
に
於
け
る
﹁
孔

子
説
経
﹂
説
話
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
第
六
五
輯　

一
九
八
三
年
）
等

の
論
文
以
来
、
一
貫
し
て
独
創
的
な
見
解
を
開
陳
し
て
こ
ら
れ
た
。
評

者
は
そ
の
た
び
ご
と
に
多
大
の
学
恩
と
刺
激
と
を
受
け
て
き
た
者
の
一

人
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
独
創
的
な
研
究
成
果
は
、
か
え
っ
て
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
〈
読
書
〉
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
が
、『
春
秋
穀
梁
伝
范
甯
集
解
』（
汲

古
書
院　

一
九
八
八
年
）・『
春
秋
公
羊
伝
何
休
解
詁
』（
同
上
、一
九
九
三
年
）・

『
春
秋
左
氏
伝
杜
預
集
解　

上
・
下
』（
同
上
、
二
〇
〇
一
年
・
二
〇
〇
六
年
）

の
三
部
作
、
四
巨
冊
で
あ
る
。
こ
の
『
春
秋
穀
梁
伝
范
甯
集
解
』
に
序

〈
読
書
〉の
真
髄
―
―
岩
本
「
春
秋
学
」
学
の
世
界　

　
　
　
　
　
　
　
　

野
間　

文
史

Book Review

文
を
寄
せ
た
戸
川
芳
郎
氏
は
、
岩
本
氏
の
「
勉
学
の
方
法
」
を
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
お
ら
れ
る
。

元
来
、
氏
は
資
料
研
究
の
方
法
を
文
字
ど
お
り
終
始
徹
底
の
〈
読

書
〉
に
お
き
、
あ
ら
か
じ
め
選
別
し
て
カ
ー
ド
化
し
た
り
、
索
引

に
た
よ
っ
て
つ
ま
み
食
い
し
た
り
す
る
こ
と
を
避
け
、
悉
皆
み
ず

か
ら
の
こ
と
ば

0

0

0

に
通
訳
し
て
〝
筋
を
通
す
〟
こ
と
を
重
ね
つ
づ
け

た
。
こ
れ
は
、お
よ
そ
文
献
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
に
と
っ
て
、

だ
れ
し
も
望
む
べ
く
し
て
為
し
遂
げ
が
た
い
工
作
で
あ
る
。

　

ま
た
岩
本
氏
自
身
も
そ
の
「
あ
と
が
き
」
で
、

訳
者
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
本
来
、
漢
代
《
春
秋
》
学
で
あ
り
、
目

標
は
、
漢
代
《
春
秋
》
学
研
究
を
通
じ
て
の
漢
代
思
想
史
解
明
に

あ
る
。
本
書
は
、
訳
者
の
こ
の
よ
う
な
研
究
に
於
け
る
基
礎
的
作

業
と
も
言
え
る
、
原
テ
キ
ス
ト
の
読
み

0

0

、
の
文
字
化
で
あ
り
、
い
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わ
ば
、
研
究
過
程
の
副
産
物
で
あ
る
。
経
伝
等
を
、
聖
典
と
し
て

で
は
な
く
、
資
料
と
し
て
読
む
べ
き
こ
と
は
、
学
問
研
究
に
於
い

て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
訳
者
は
、
常
に
、
テ
キ

ス
ト
を
、
断
片
と
し
て
で
は
な
く
て
、
全
体
と
し
て
、
す
み
か
ら

す
み
ま
で
通
読
す
る
こ
と
と
、
読
み
を
、
そ
の
つ
ど
文
字
化
し
て
、

自
分
の
読
み
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
と
に
、
心
が
け
、
ま
た
実

行
し
て
い
る
。
か
く
て
、
一
書
を
読
み
終
え
る
ご
と
に
、
一
書
の

訳
稿
が
出
来
上
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
述
べ
た
後
さ
ら
に
「
今
回
、
公
刊
す
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
の

一
部
で
あ
っ
て
、
本
来
、
翻
訳
自
体
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
」

と
続
け
て
い
る
が
、
上
記
三
部
作
は
実
に
空
前
の
学
術
成
果
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
こ
の
三
部
作
の
刊
行
以
前
に
は
、
日
本
語
訳
と
し
て
、『
穀

梁
伝
』
は
和
刻
本
を
除
け
ば
皆
無
、
難
読
の
『
公
羊
伝
』
は
日
原
利
国

氏
の
四
十
条
の
部
分
訳
（『
五
経
・
論
語
』
筑
摩
書
房
世
界
文
学
全
集
３　

一
九
七
〇
年
）
が
有
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
加
え
て
三
伝
の
注
釈
書
で

あ
る
范
甯
『
集
解
』、
何
休
『
解
詁
』、
そ
し
て
杜
預
『
集
解
』
ま
で
含

め
た
翻
訳
は
、
絶
無
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
独
力
で
完
成
さ
れ

た
岩
本
氏
を
、
戸
川
氏
が
「
当
代
に
稀
な
意
志
と
体
力
の
保
持
者
と
い

う
ほ
か
な
い
」
と
評
す
る
の
は
ま
こ
と
に
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
三
部
作
を
、
評
者
は
事
あ
る
ご
と
に
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
正
確
な
翻
訳
、
周
到
な
訳
注
か
ら
、
や
は
り

多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
こ
の
三
部
作
こ
そ
経
学
・
春
秋
学
研
究

分
野
を
越
え
て
、
我
が
国
に
於
け
る
中
国
古
代
学
研
究
の
金
字
塔
た
る

こ
と
を
評
者
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

　

以
上
は
長
い
前
置
き
で
あ
る
が
、
長
く
な
っ
た
の
に
は
理
由
が
有
っ

て
、
こ
の
書
評
で
取
り
挙
げ
る
『
春
秋
学
用
語
集
』・『
春
秋
学
用
語
集

続
編
』
の
両
書
は
、
上
記
三
部
作
と
密
接
に
関
わ
る
著
作
だ
か
ら
で
あ

る（
以
下「
前
著
」「
続
編
」と
略
称
す
る
）。
岩
本
氏
は
前
著
の「
お
わ
り
に
」

で
そ
の
著
作
意
図
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

数
年
前
か
ら
、拙
訳
〔
書
名
省
略
―
評
者
〕
の
見
直
し
を
始
め
た
。

す
る
と
、あ
る
は
あ
る
は
、反
省
す
べ
き
箇
所
が
次
々
と
見
つ
か
っ

た
。
お
恥
し
い
話
で
は
あ
る
し
、
作
業
も
途
中
な
の
だ
が
、
と
り

あ
え
ず
、
本
書
を
も
っ
て
中
間
報
告
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
つ
ま

り
、
本
書
は
、
名
称
は
「
用
語
集
」
だ
が
、
実
は
、
上
の
四
冊
の

改
訂
を
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
公
表
の
義
務
が

あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
本
書
は
「
春
秋
学
」
の
用
語
を
解
説
す
る
形
を
取
り
つ
つ
、

三
部
作
を
見
直
し
た
そ
の
詳
細
な
経
過
を
記
述
す
る
の
が
、
そ
の
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
密
接
に
関
わ
る
著
作
と
は
、こ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

さ
て
前
書
は
「
一
般
篇
」
と
「
特
殊
篇
」
と
か
ら
成
り
、続
編
は
「
特

殊
篇
」
の
み
で
あ
る
。
そ
の
「
一
般
篇
」
と
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、

本
篇
は
、
春
秋
学
の
用
語
の
う
ち
、
一
般
的
で
は
あ
る
が
陳
腐
で
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な
い
も
の
を
集
め
て
掲
げ
、
辞
典
風
に
簡
潔
な
解
説
を
附
し
た
も

の
で
、
後
の
特
殊
篇
に
対
す
る
、
い
わ
ば
予
備
的
部
分
で
あ
る
。

　

ま
た
「
特
殊
篇
」
と
は
、

本
篇
は
、
普
通
の
語
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
か
な
か
明
ら
か
に

し
難
い
春
秋
学
の
特
殊
用
語
に
つ
い
て
、「
春
秋
学
」
学
の
立
場

か
ら
、
専
ら
論
理
的
に
分
析
を
試
み
た
も
の
で
、
本
書
の
主
要
部

分
で
あ
る
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
用
語
は
以
下
の
通
り
。

【
一
般
篇
】
春
秋
・
春
秋
学
・
孔
子
説
経
説
話
・
感
生
帝
説
・
天
統
・
偏
戦
・

　
　

離
会
・
義
例
・
修
母
致
子
説
・
文
質
・
獲
麟
・
遂
事
・
原
心
定
罪
・

　
　

左
史
・
赴
告
・
三
伝
長
短
・
再
受
命
・
本
事
・
三
世
・
春
秋
説
・

　
　

何
休
学
・
莅
盟
・
拠
乱
・
微
言
大
義
・
孔
子
史
記
・
強
幹
弱
枝
・

　
　

通
辞
・
端
門
之
命
・
微
辞
・
豪
釐
千
里
・
三
統
・
空
言
・
属
辞
比

　
　

事
・
後
聖
・
卯
金
刀
・
七
等
・
大
一
統
・
三
科
九
旨
・
五
始
・
災

　
　

異
説
・
素
王
・
秘
教

【
特
殊
篇
】
分
民
・
不
嫌
・
喪
至
・
主
書
・
以
名
通
・
無
大
夫
・
無
王
・

　
　

微
者
・
起
文
・
当
国
・
斉
人
語
・
引
取
之
・
悪
愈
・
従
可
知
・
躋

　
　

僖
公
・
懐
悪
・
王
魯
・
内
辞
・
無
伝
・
刑
人
・
孰
城
之
・
鄭
伯
男

　
　

也
・
孟
子
・
中
国
・
渝
平
・
文
実
・
中
壽
・
以
春
秋
為
春
秋
・
従

　
　

不
疑
・
伯
子
男
一
也
・
不
以
者
・
可
辞
・
吾
已
矣
夫
・
所
致
・
禮

　
　

経
・
夏
不
田
・
紀
叔
姫
・
因
国
・
武
宮
・
不
教
民
・
両
事
・
不
致

　
　

之
辞
・
逆
祀
・
諸
侯
・
母
弟
・
成
宋
乱
・
為
禮
・
政
在
季
氏
・
日

　
　

卒
・
言
伐
者
（
以
上
前
書
）
不
若
・
近
乎
囲
・
高
顕
・
大
雨
霖
・

　
　

郭
公
・
親
周
故
宋
・
託
義
・
兄
弟
辞
・
私
行
・
上
殺
・
不
言
使
・
晦
・

　
　

外
討
・
隠
之
也
・
親
弑
・
諼
君
・
無
時
焉
可
・
不
終
為
君
・
為
善

　
　

也
躬
・
魯
侯
之
美
悪
・
婉
辞
・
復
見
・
大
徳
・
据
禮
・
辞
窮
・
故
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春
秋
左
氏
説
・
譎
而
不
正
・
信
史
・
書
時
也
・
与
謀
・
継
故
・
幸

　
　

之
・
平
乎
己
・
決
日
義
・
有
顧
之
辞
・
一
称
・
為
外
・
主
名
・
制

　
　

作
之
害
・
謂
文
王
也
・
以
為
王
法
・
蒙
上
月
・
義
亦
通
於
此
・
天

　
　

数
備
・
君
之
始
年
・
在
内
・
尽
其
衆
・
不
言
正
不
正
・
繋
諸
人
也
・

　
　

兵
器
之
獲
・
人
心
・
知
其
不
可
知
・
踰
月
・
祭
叔
来
聘
・
曁
斉
平

　
　
（
以
上
続
編
）

　

ご
覧
の
通
り
「
一
般
篇
」
に
は
春
秋
学
を
学
ぶ
う
え
で
必
須
と
も
い

う
べ
き
用
語
が
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
て
極
め
て
有
益
で
あ
る
が
、
た
と

え
ば
「
孔
子
説
経
説
話
」
が
岩
本
氏
の
命
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
そ
の
解
説
も
や
は
り
著
者
の
独
自
性
が
随
所
に
伺
え
る
。

望
蜀
の
思
い
を
述
べ
る
な
ら
、
も
う
少
し
「
一
般
篇
」
を
続
け
て
い
た

だ
き
た
か
っ
た
。

　

そ
し
て
続
く
「
特
殊
篇
」
こ
そ
が
本
書
の
中
心
で
あ
る
が
、
取
り
挙

げ
ら
れ
た
の
は
、
三
伝
の
み
な
ら
ず
、
何
休
・
杜
預
・
范
甯
注
の
中
の

用
語
で
あ
り
、そ
の
内
容
は
極
め
て
専
門
的
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

書
名
か
ら
「
辞
典
風
」
な
内
容
を
予
想
し
た
読
者
の
中
に
は
、
こ
こ
に

至
っ
て
面
食
ら
っ
た
（
？
）
方
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
三
部
作
の
「
見
直
し
」
箇
所
は
こ
こ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
更

な
る
〈
読
書
〉
に
よ
っ
て
、
著
者
自
身
が
「
反
省
す
べ
き
箇
所
」
と
し

て
指
摘
し
た
の
は
、
前
書
で
一
四
箇
所
、
続
編
で
一
三
箇
所
で
あ
り
、

そ
の
た
び
ご
と
に
「
こ
の
場
を
か
り
て
、
お
詫
び
し
、
訂
正
し
た
い
」

と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
評
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の

中
に
は
旧
注
に
従
っ
た
翻
訳
や
、
先
行
研
究
（
王
引
之
・
兪
樾
な
ど
）
に

依
拠
し
た
解
釈
も
含
ま
れ
て
お
り
、
厳
密
に
は
誤
り
と
言
え
な
い
も
の

も
有
り
、
ま
た
著
者
に
し
て
初
め
て
発
見
で
き
た
も
の
も
多
い
か
と
愚

考
す
る
（
た
と
え
ば
何
休
注
「
主
国
主
名
」
を
「
あ
る
じ

0

0

0

の
国
の
お
も
だ
っ
た

0

0

0

0

0

人
」

と
解
す
る
考
証
等
）。
む
し
ろ
三
部
作
全
二
七
〇
〇
頁
を
越
え
る
大
冊
か

ら
す
れ
ば
、
驚
く
ほ
ど
に
少
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
読
者
は
、
そ

の
指
摘
に
至
る
ま
で
の
「
論
理
的
な
分
析
」
に
圧
倒
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

著
者
の
〈
読
書
〉
の
緻
密
さ
を
伺
う
に
充
分
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
自
己
の
著
作
に
対
し
て
さ
え
厳
し
い
批

判
の
目
を
持
つ
著
者
が
、
先
行
研
究
に
そ
の
目
を
転
ず
る
と
き
、
無
傷

で
い
ら
れ
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
特
に
続
編
で
は
、
先
行
研
究
が
個
別

に
集
中
的
に
検
討
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
㔟
隆
郎
・
日
原
利

国
・
冨
谷
至
・
吉
川
忠
夫
・
蜂
屋
邦
夫
・
安
井
香
山
・
中
村
璋
八
・
佐

川
修
・
小
倉
芳
彦
・
重
沢
俊
郎
の
諸
氏
並
び
に
評
者
（
野
間
）
等
、
ま

た
著
者
自
身
が
所
属
し
て
い
た
公
羊
注
疏
研
究
会
が
そ
れ
で
あ
る
。
評

者
も
で
き
れ
ば
外
野
席
か
ら
眺
め
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
批
判
さ
れ
た
諸
氏
を
代
表
す
る
資
格
は
評
者
に
は
無
い

が
、
こ
と
評
者
の
場
合
に
限
る
な
ら
、
論
理
と
資
料
・
文
法
等
の
多
方

面
か
ら
な
さ
れ
る
著
者
の
実
証
性
に
富
ん
だ
批
判
は
、
ほ
ぼ
妥
当
で
あ

る
。
評
者
と
し
て
は
全
く
不
勉
強
・
不
注
意
を
恥
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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と
同
時
に
四
半
世
紀
前
の
拙
著
に
ま
で
も
目
を
通
し
て
下
さ
っ
た
著
者

に
感
謝
す
る
こ
と
深
甚
で
あ
る
。
機
会
が
有
れ
ば
訂
正
し
た
い
。

　

以
上
、
は
か
ら
ず
も
感
嘆
と
賛
辞
と
に
終
始
す
る
ば
か
り
と
な
っ
た

が
、
以
下
、
若
干
の
不
満
も
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
内
容
に
関
す
る

も
の
で
は
な
く
て
、
表
現
方
法
の
問
題
で
あ
る
。

　

先
ず
本
書
に
は
段
落
が
無
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
段
落
は
或
る
ま

と
ま
っ
た
主
旨
表
現
の
単
位
で
あ
る
か
ら
、
著
者
の
お
考
え
を
お
聞
き

せ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
読
者
と
し
て
は
是
非
と
も
「
息
継
ぎ
」
が
ほ
し

い
。
た
と
え
ば
前
書
【
言
伐
者
】
の
項
目
（
二
四
八
頁
）
で
は
、
一
四

頁
に
わ
た
る
全
文
に
段
落
が
無
い
。
評
者
に
許
さ
れ
る
な
ら
、
少
な
く

と
も
二
箇
所
に
段
落
を
設
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
長
い
引
用
文
（
と
そ
の
訳
文
）
の
場
合
は
、二
段
下
げ
な
ど
し
て
、

そ
れ
が
引
用
文
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。
ま

た
著
者
は
本
文
中
で
注
釈
を
〔　

〕
内
に
記
述
す
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
も
長
文
の
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
も
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
る
と
、

読
者
は
理
解
が
容
易
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
著
者
の
文
章
自
体
は
極

め
て
明
快
で
あ
る
が
故
に
、
も
う
少
し
読
者
へ
の
配
慮
を
望
み
た
い
。

　

な
お
私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
評
者
は
著
者
岩
本
氏
と
一
度
だ
け
面

談
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
平
成
一
九
年
度
第
五
二
回
国
際
東
方
学
者
会

議
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
両
漢
に
お
け
る
『
春
秋
』
三
伝
の
相
剋
」
で

二
人
と
も
に
そ
の
発
表
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
池
田
知
久
氏
に

よ
っ
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
（「
東
方
学
会
報
」
№
92
）
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「『
左
氏
伝
』
の
成
立
に
関
し
て
野
間
文

史
教
授
と
岩
本
憲
司
教
授
が
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
な
ど
、
報
告
者
の

見
解
は
決
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
一

文
が
見
え
る
。
あ
た
か
も
華
々
し
い
論
争
が
行
わ
れ
た
か
に
も
思
え
る
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報
告
で
あ
る
が
、実
際
に
は
論
争
は
無
か
っ
た
し
、ま
た
決
し
て
「
真
っ

向
か
ら
対
立
」
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

岩
本
氏
と
評
者
の
経
学
・
春
秋
学
研
究
に
対
す
る
立
場
と
そ
の
出
さ

れ
た
結
論
に
は
、
大
略
そ
れ
ほ
ど
の
違
い
は
無
い
（
と
愚
考
す
る
）。
す

な
わ
ち
経
書
が
武
帝
時
代
の
い
わ
ゆ
る
儒
学
の
「
国
教
化
」
に
よ
っ
て

確
定
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
経
学
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
と
い
う
見
方
は
同

じ
で
あ
る
。
ま
た
『
公
羊
伝
』
が
前
漢
景
帝
時
代
を
背
景
と
し
、『
穀

梁
伝
』
が
宣
帝
時
代
に
成
立
し
た
も
の
と
見
な
す
点
で
も
ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
。
問
題
は
『
左
氏
伝
』
の
成
立
に
関
わ
る
見
方
で
あ
ろ
う
。
岩
本

氏
は
『
左
氏
伝
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
『
左
氏
伝
』
と
は
、
筆
者
が
思
う
に
、《
春
秋

0

0

》
経
と

0

0

共
通
す
る
事
件

0

0

0

0

0

0

が
数
多
く
し
か
も
よ
り
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
何

ら
か
の
説
話
集
を
借
用
し
、
そ
こ
に
『
公
羊
伝
』
や
『
穀
梁
伝
』

の
よ
う
な
〈
経
解
〉
の
言
葉
を
加
え
て
、《
春
秋
》
経
の
伝
〔
解
説
〕

と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。（
続
編
一
八
・
二
五
二
頁
）

　

こ
の
文
章
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
異
論
は
無
い
。
詳
細
は
こ
こ
で

説
明
で
き
な
い
が
、
評
者
は
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
何
ら
か
の
説
話
集
」
が

編
纂
さ
れ
た
時
期
を
以
て
（
あ
ま
り
適
当
な
表
現
で
は
な
い
が
）、初
期
『
左

氏
伝
』
の
成
立
時
期
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
完
成
さ
れ
た

も
の
と
素
材
が
集
め
ら
れ
た
段
階
の
も
の
と
の
違
い
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
か
。
も
し
も
『
左
氏
伝
』
研
究
に
頂
上
が
有
る
と
仮
定
す
る
と
し
て
、

著
者
岩
本
氏
と
そ
の
頂
上
で
握
手
で
き
る
こ
と
を
夢
想
し
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

　

最
後
に
、
著
者
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、「
義
」
を
説
く
『
公

羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
か
ら
「
事
」
を
説
く
『
左
氏
伝
』
へ
、
と
い
う
津

田
左
右
吉
氏
以
来
の
構
図
が
有
る
が
、
近
時
の
出
土
文
献
『
郭
店
楚
墓

竹
簡
』
中
の
『
語
叢
一
』
に
、「
春
秋
所
以
会
古
今
之
事0

也
」
と
あ
る

一
文
に
対
す
る
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
の
ま
・
ふ
み
ち
か　

広
島
大
学
名
誉
教
授
）

日
中
翻
訳
学
院
「
武
吉
塾
」
第
一
一
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・

『
日
中
中
日
翻
訳
必
携
　
実
戦
編
』
出
版
記
念
会
の
ご
案
内

　

日
中
翻
訳
学
院
「
武
吉
塾
」
第
一
一
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
お
よ
び
武

吉
次
朗
先
生
の
新
刊
『
日
中
中
日
翻
訳
必
携　

実
戦
編
』
出
版
記
念

会
を
下
記
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
2
月
1
日
（
土
）
14
時
～
16
時
30
分
（
13
時
30
分
よ
り
受

付
）
▼
場
所
：
豊
島
区
勤
労
福
祉
会
館
（
第
七
会
議
室
）（
東
京
都
豊

島
区
西
池
袋2-37-4　

T
EL03-3980-3131　

池
袋
駅
西
口
徒
歩
約

10
分
・
南
口
徒
歩
約
7
分
）
▼
会
費
：
一
、〇
〇
〇
円
（
茶
菓
代
。
当

日
受
付
で
申
し
受
け
ま
す
）
▼
申
込
方
法
：
メ
ー
ル
で
日
中
翻
訳
学

院
事
務
局（fanyi@

duan.jp

）宛
て
に
お
名
前
と
ご
連
絡
先（
ご
住
所・

お
電
話
番
号
）
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。


